
南相馬市教育委員会

R4南相馬市授業改善プラン 【重点指導テーマ】

『 R3ふ くしま学力調査質問紙』において、小学校国語や中学校数学で「授業で学んだ内容につ

いてさらに詳 しく知りたい、学びたいと思つたこと」に対 し、「よくあつた」「ときどきあつた」と

回答した 5年生は約 77%に上 ります。中学 2年生では約 58%と なり、小 。中学生ともに本県の

値を上回る結果が現れています。「さらに一歩進んだ学習に取 り組みたい」とい う意欲に浴れた子

どもたちの多さは、本市児童生徒の大きな強みの一つと捉えることができます。

『 R4南相馬市授業改善プラン 【重点指導テーマ】』をもとに、本市児童生徒の願いに応えるた

め、学年や教科にとらわれることなく、すべての教科等の授業において、学んだことを『
・つか つ』

授業の推進について重点的にご指導ください。学んだ知識や技能を子供たち自ら活用し、何ができ

るようになったかを体感できる授業づくりを目指します。

段階 学 習 活 動 。 内 容 時 間 ○教師の支援 評価規準
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用問題により、できるようになつたこと

つかう」場面を設定しましょう。

学習指導要領の学習内容に添 うことが重

す !
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(学びを個に戻す活用場面の設定)

◎できるようになつたことを活用
する。【一斉に「つかう」】
○習熟度に応 じた課題や問題によ
り、学びを個に戻す。【個別に「つ

かう」】

→評価 (適用)問題に取り組む。

→ IC丁 を活用し、共有化を図る。

→学んだ知識や技能を使つて、
応用 (活用)問題に取り組む。

★応用 (活用)問題例★  (教科書に解のない課題例)

『小学校算数』「ひし形の面積の求め方を考え、面積を求める公式」を導いた場合

課題『 たこ形の

説明 してみよう

にも、ひし形の面 める公式が使えるわけを、図を つ て

『 中学校国語』 「メロスは、いつ、なぜ、どのようにして「勇者」になったのか」を

めあてとした場合

課題『 メロスはどんな勇者になったか』

はどうすれば防げたのだろ『 か世

をめあてとした場合

→

→

キ たのだろうか「 ぜ は

【小単元ごとの課題での「つかう」例】

『 中

【授業での「つかう」例】

【単元全体を貫く課題での「つかう」例】

授つヽだことをつカ『 学ん ヽ
』

「 い



「つかう」場面設定までの指導過程例～

「 つ か う」 こ とを前 提 ιこした導 入

ポ壻ウト 話合い等を通して子どもが成果を体得できる展開

導

　

　

入

1 めあて (目 標)の確認をする。

「問い」型 (段階等に応じ行動目
標型)
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以内

じて、本時のゴールを共有するこ
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とも考えられます。

3～協働的な学びの場面の設定

複数の考え方ができる「開いた
発PoB」 など メ
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テンポ良く進め、「まとめ、振 り

円滑につなげましょう。
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◇話合い指示の例

:

【授業改善プラン&授業スタイル相関図】
R4南相馬市授業改善プラン【重点指導テーマ】

4年度に咲かせたい児童生徒
の「学びのオ」に特化 した指導・え

まあ た
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本市では、 これまで 2つの「授業スタイル」資料を作成 してい讀す。スタイルを確認 し、実践 していきま しょう。

〇 授 業改 善 の合 言葉・
0話 合い 。学 び 合 い を活 か した授 業 .‐

O資 料提 示 、 課 題 提示 を活 か した導 入
○ 子 供が 主 役 1学び合 い の授 業展 開
○ 教 師の コー デ イネー トカ の向上 .‐

Oま とめ、 振 り返 りの工 夫・
0学 力向上 3つの鍵・
O学 習過 程 に お け る生 徒 指 導 ―

【新 ‐南相馬の授業スタイル】
(平成 31年 4月 )

要素・
○ ノー ト指 導 ・ 板 書 のポ イ ン ト・
Oま とめ の させ 方 、適 用 の させ方 .

0家 庭学 習 を 「見 え る化 」 す る・
0読 書サ イ クル を フル 回転 させ る .

○ 相互 に啓 発す る授業展 開 例 ‐

O主 体 的 に話 した り書 い た りす る授 業・
〇 時 記・ 再 生 型 か ら思考 。発 信型 の授 業 へ

○ 「根拠 づ け て書 く」 力 を育 て るた め の 3:

【南相馬授業改善プランⅥ】
(令和 3年 4月 )

【南相馬授業改善プランV】
(令和 2年 4月 )

【南相馬の授業スタイル】
(平成 29年 4月 )

令和 4年度から『 R4授業改善プラン』 とし、当該年度に

らに取組を焦点化しました。各校において校内研修の軸に据

り、児童生徒の資質・能力の育成に向け、全職員で一九とな
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